
牛
若
の
強
盗
退
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
り
そ
の
遺
跡

一
熊
坂
長
範
と
藤
澤
十
両
と
は
同
一
入
か
一

沼

皮、
≧

守

　
熊
坂
長
範
と
い
ふ
群
盗
の
張
本
が
、
吉
次
信
高
の
財
物
を
奪
は
う
と
、
吉
次
の
族
宿
に
討
入
っ
て
、
吉
次
に
同
行
し
て
み
た
ま
だ

年
少
の
牛
若
丸
に
討
た
れ
た
と
い
ふ
事
は
、
謡
曲
「
烏
帽
子
折
」
及
び
「
熊
坂
」
に
よ
っ
て
世
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
。
と
こ
ろ

が
「
義
経
記
」
で
は
、
張
盗
の
張
本
が
熊
坂
長
範
で
は
な
く
て
、
藤
澤
入
道
と
な
っ
て
み
る
。

　
「
義
経
記
」
巻
二
の
一
、
「
鏡
の
宿
に
て
吉
次
宿
に
彊
盗
入
る
事
」
の
章
に
、
吉
次
が
鏡
の
宿
の
長
の
許
に
宿
っ
た
夜
、
そ
の
年
は

世
の
中
が
歳
健
で
あ
っ
た
の
で
、
出
羽
國
の
由
利
太
郎
、
越
後
國
頸
城
郡
の
佳
人
藤
澤
入
道
二
人
が
大
器
と
な
っ
て
、
．
｛
示
徒
の
者
二

十
五
入
、
そ
の
勢
七
十
人
蓮
れ
て
、
諸
所
で
彊
盗
を
働
き
な
が
ら
京
搾
め
ざ
し
て
上
っ
て
來
た
の
が
、
吉
次
が
鏡
の
宿
の
長
の
許
に

宿
っ
た
同
じ
夜
、
長
の
隣
に
宿
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
き
う
ど
　
　
み
う
し
う

　
由
利
の
太
郎
、
藤
澤
に
申
し
け
る
は
、
　
「
都
に
聞
え
た
る
吉
次
と
い
ふ
金
商
人
、
奥
州
へ
下
る
と
て
、
多
く
の
届
物
を
持
ち
、
今

　
宵
長
者
の
も
と
に
宿
り
た
り
。
い
か
堕
す
べ
き
ゆ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
藤
澤
の
入
道
、
「
順
風
に
帆
を
あ
げ
、
棟
さ
し
押
寄
せ
て
、

　
　
　
　
　
ち
キ
ま
　
　
エ

　
し
ゃ
つ
が
商
物
と
り
て
、
わ
が
黛
ど
も
に
、
酒
飲
ま
せ
て
通
れ
。
」

　
　
　
牛
若
の
張
盗
浪
伸
治
　
附
り
そ
の
遣
陣
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國



　
　
　
翫
十
弾
右
の
張
愉
倫
退
治
　
附
り
そ
の
懇
慰
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
ま
だ
い
お
り
つ

と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
屈
強
の
足
輕
五
六
人
に
腹
巻
着
せ
、
「
油
さ
し
た
る
車
松
明
」
、
五
六
峯
に
火
を
つ
け
て
、
四
聖
を
照
ら
し
て

長
の
許
に
討
入
つ
海
。

　
そ
の
夜
由
利
太
郎
は

　
　
　
　
　
ひ
た
た
れ

　
唐
繭
黄
の
直
垂
に
、
繭
黄
絨
の
腰
巻
著
て
、
折
烏
帽
子
に
打
ち
か
け
し
て
、
三
尺
五
寸
の
太
刀

を
侃
…
き
、
藤
澤
入
道
は

　
か
ち
ん

　
褐
の
直
垂
に
、
黒
革
絨
の
鎧
著
て
、
兜
の
緒
を
し
め
、
黒
塗
の
太
刀
に
、
熊
の
革
の
尻
鞘
入
れ
、
大
薙
刀
を
杖
に
っ
き

　
　
　
い
で
た
ち

と
い
ふ
扮
装
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ま
つ
由
利
太
郎
が
、
僅
か
に
十
六
歳
の
牛
若
に
、
苦
も
な
く
首
を
打
落
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
な
キ
　
な
た

　
藤
澤
入
道
は
、
こ
れ
を
見
て
、
「
あ
』
斬
っ
た
り
、
其
鹿
を
ひ
く
な
。
し
と
て
、
大
長
刀
打
ち
ふ
り
て
、
走
り
か
』
る
。
こ
れ
に
か

　
か
り
合
ひ
て
、
散
々
に
斬
り
あ
ひ
給
ふ
。
藤
澤
入
道
、
長
刀
を
戯
書
に
取
り
て
、
す
る
り
と
さ
し
出
す
。
走
り
か
㌧
り
給
ふ
。
太

　
　
　
　
　
　
つ
る
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

　
刀
は
聞
ゆ
る
創
な
れ
ば
、
長
刀
の
柄
つ
ん
と
切
り
て
ぞ
落
さ
れ
け
り
。
臆
て
太
刀
を
抜
か
ん
と
し
け
る
を
、
抜
き
も
果
て
さ
せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
か
う

　
切
り
付
け
給
へ
ば
、
兜
の
眞
向
、
し
や
面
か
け
て
、
切
り
付
け
給
ひ
け
り
。

と
入
道
も
討
た
れ
た
。
時
に
承
安
二
年
二
月
四
日
の
事
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
、
「
義
経
記
」
巻
一
の
一
、
「
義
朝
都
落
ち

の
喜
」
に
、
準
治
元
年
（
＝
五
九
）
牛
若
當
歳
と
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
承
安
二
年
（
＝
七
ε
に
は
十
四
歳
の
筈
で
あ
る
が
、
十

六
歳
と
あ
る
。
最
斯
様
な
矛
盾
は
「
義
経
記
」
に
は
諸
所
に
あ
る
事
で
は
あ
る
が
。

　
そ
の
遺
蹟
に
つ
い
て
「
木
曾
路
名
所
岡
會
」
（
文
牝
元
年
、
一
八
〇
四
。
成
）
一
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
だ
り
が
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
て
ぐ
ら

　
牛
若
丸
投
宿
家
　
鏡
宿
左
方
に
あ
り
、
澤
氏
と
い
ふ
。
屋
の
棟
に
幣
を
立
つ
る
な
り
。
訳
註
若
丸
東
へ
下
り
給
ひ
し
時
、
こ
㌧



　
に
止
宿
し
給
ふ
。
夜
型
の
頃
、
彊
盗
入
り
け
れ
ば
、
牛
若
丸
ご
と
ご
と
く
退
治
し
給
ふ
と
な
ん
。
謡
曲
に
は
赤
坂
の
宿
と
し
て
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
さ

　
坂
長
範
と
す
。
又
義
経
記
に
は
此
宿
と
す
。
今
に
此
里
の
紳
事
に
は
神
圭
來
り
て
祓
を
な
し
、
屋
の
棟
に
幣
を
立
て
』
臨
る
と
な

　
り
。

と
あ
り
、
隅
棚
も
あ
る
。
そ
の
縮
は
、
向
ふ
に
鏡
山
が
あ
り
、
そ
の
左
に
月
が
出
て
み
る
。
前
景
は
街
道
で
、
爾
側
に
家
並
が
あ
り

そ
の
手
前
の
側
の
右
端
に
「
牛
若
丸
一
宿
家
」
と
註
し
た
棟
に
幣
の
立
て
』
あ
る
家
が
あ
り
、
左
に
家
並
を
出
外
れ
た
所
に
鏡
清
水

と
い
ふ
の
が
あ
る
。
記
事
に
「
左
側
」
と
あ
る
の
は
、
京
か
ら
下
っ
て
の
左
側
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
新
井
愚
心
の
「
牛
馬
問
」
（
寳
暦

五
年
、
　
一
七
五
五
）
｛
巷
一
二
に

　
予
美
濃
路
へ
下
り
し
に
、
鏡
が
宿
に
さ
ら
に
其
奮
跡
な
し

と
あ
る
。
名
所
声
量
の
澤
氏
の
家
と
い
ふ
の
は
、
其
れ
以
後
に
出
來
た
名
所
か
、
そ
れ
と
も
白
帯
の
云
ふ
の
は
牛
若
丸
の
墨
蹟
は
あ

る
が
、
熊
坂
の
奮
蹟
は
な
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
名
所
国
會
」
に
も
あ
る
や
う
に
、
謡
曲
「
熊
坂
」
で
は
、
彊
盗
の
張
本
は
「
義
経
記
」
の
や
う
に
由
利
太
郎
で
は
な
く
、
熊
坂

長
範
一
人
と
な
っ
て
み
て
、
場
所
も
、
京
都
か
ら
で
は
、
畢
宿
か
ら
約
十
五
里
先
の
美
濃
の
國
赤
坂
と
な
っ
て
み
る
。
東
之
修
行
の

僑
が
長
範
の
塚
に
廻
向
し
て
、
長
範
の
聖
運
か
ら
そ
の
夜
の
有
檬
を
聞
く
と
い
ふ
趣
向
で
あ
る
。
前
に
も
記
し
た
や
う
に
、
　
「
義
経

記
」
で
は
、
長
範
等
は
偶
然
吉
次
の
宿
の
軒
並
び
に
宿
っ
て
、
吉
次
の
事
を
知
っ
て
、
襲
ふ
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
講
曲
「
熊
坂
」

で
は
、
最
初
か
ら
吉
次
の
財
物
を
硯
っ
て
、

　
吉
次
が
通
る
道
す
が
ら
、
野
に
も
山
に
も
宿
泊
り
に
、
目
附
を
附
け
て
こ
れ
を
見
す
。

　
　
　
ル
丁
若
の
釦
独
盗
m
退
治
…
　
附
り
そ
の
噛
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
山
十
若
の
強
次
凪
榊
退
治
　
附
り
そ
の
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

と
い
ふ
有
檬
で
あ
っ
た
の
が
、
い
よ
く
赤
坂
で
夜
襲
と
い
ふ
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
強
盗
達
も
、
　
「
義
隣
県
」
の
鏡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
　

宿
で
は
、
せ
ん
と
う
の
大
將
に
出
弱
國
の
由
利
の
太
郎
と
、
越
後
國
に
名
を
得
た
る
頸
城
郡
の
住
人
藤
澤
入
道
と
の
二
人
を
語
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　

信
濃
國
の
さ
ん
の
梅
正
の
子
息
太
郎
、
遠
江
の
蒲
の
與
一
、
駿
河
國
の
興
津
の
十
郎
、
上
野
國
の
豊
岡
の
源
八
以
下
、
「
い
つ
れ
も
聞

ゆ
る
盗
人
、
宗
徒
の
も
の
二
十
五
人
、
そ
の
勢
七
十
人
」
打
連
て
押
廻
っ
た
の
で
あ
る
が
、
鏡
の
宿
で
長
の
家
に
押
入
つ
た
の
は
、

由
利
の
太
郎
と
藤
澤
の
入
道
と
の
二
人
が
、
屈
彊
の
足
輕
ど
も
五
六
人
に
腹
巻
著
せ
て
彫
れ
た
の
で
あ
っ
海
。
と
こ
ろ
が
謡
曲
「
熊

坂
」
で
は
、
　
「
義
経
記
」
に
見
え
た
者
は
一
人
も
な
く
、
河
内
の
畳
紹
、
磨
針
太
郎
兄
弟
、
都
の
者
で
は
三
條
の
衛
門
㍉
壬
生
の
小

猿
、
越
前
の
淺
生
の
玉
澤
、
三
國
の
九
郎
、
加
賀
國
（
義
経
記
で
は
越
後
國
）
の
熊
坂
長
範
で
、
手
下
は
七
十
人
、
赤
坂
の
宿
で
吉

次
の
宿
所
に
討
入
つ
た
の
で
あ
る
が
、
手
下
の
者
は
、
牛
若
の
爲
に
十
三
人
同
じ
枕
に
切
伏
せ
ら
れ
、
其
の
他
の
者
は
手
を
負
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
な
た

り
、
具
足
を
奪
は
れ
て
逃
げ
散
っ
て
了
つ
た
の
で
、
張
本
の
熊
坂
長
範
が
長
刀
を
振
っ
て
牛
若
に
立
向
つ
海
が
、
熊
坂
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
む
き

　
追
つ
懸
け
透
か
さ
ず
ご
む
長
刀
に
、
ひ
ら
り
と
乗
れ
ば
烈
向
に
な
し
、
し
さ
っ
て
引
け
ば
馬
手
へ
越
す
を
、
お
っ
取
り
直
し
て
丁

　
　
　
　
　
　
ち
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ

　
と
切
れ
ば
、
中
に
て
結
ぶ
を
ほ
ど
く
手
に
、
郡
っ
て
拙
へ
ば
飛
び
あ
が
っ
て
、
そ
の
ま
』
形
も
失
せ
て
、
こ
』
や
か
し
こ
と
尋
ぬ

　
る
」
麗
に
、
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
う
し
ろ
よ
り
、
具
足
の
透
間
を

ち
ゃ
う
と
斬
ら
れ
、
怒
っ
た
熊
坂
が
長
刀
投
捨
て
手
取
り
に
し
よ
う
と
狂
っ
た
が
、
次
第
々
々
に
軍
手
を
負
っ
て
、
遂
に
松
の
根
元

で
落
命
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
裏
漏
で
は
あ
る
が
、
「
義
経
記
」
に
、
出
朋
の
國
の
由
利
の
太
郎
と
あ
る
の
は
、
「
和
名
抄
」
に
、

飽
海
郡
由
理
郷
の
名
が
見
え
て
み
る
。
今
の
羽
後
國
（
秋
田
縣
）
由
利
郡
の
内
の
地
で
あ
る
。
多
分
其
庭
の
人
で
あ
る
の
で
、
由
利

、0

ｾ
郎
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
Q



　
さ
て
以
上
の
二
つ
で
は
、
熊
坂
退
治
が
共
に
牛
若
丸
時
代
の
事
で
、
義
輕
の
元
服
以
前
の
事
で
あ
る
が
、
同
じ
議
曲
で
も
「
烏
帽

子
折
」
で
は
、
元
服
以
後
の
事
に
な
っ
て
み
る
。
牛
若
が
鏡
の
宿
に
宿
っ
た
時
に
、
都
か
ら
早
打
が
來
て
牛
若
を
探
し
て
み
る
と
知

っ
た
の
で
、
牛
若
は
宿
の
烏
帽
子
折
に
烏
輯
子
を
折
ら
せ
て
元
服
し
た
。
こ
の
鳥
帽
子
折
の
妻
が
鎌
田
正
清
の
妹
で
、
牛
若
を
見
て

懐
し
が
る
。
一
「
義
経
記
」
で
は
、
牛
若
は
熱
田
の
大
宮
司
の
許
で
元
服
す
る
事
に
な
っ
て
居
る
。
一
さ
て
元
服
し
た
牛
若
は

放
を
績
け
て
、
赤
坂
に
宿
っ
た
時
に
熊
坂
に
襲
は
れ
る
事
は
、
講
曲
「
熊
坂
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
　
「
熊
坂
」
に
見
え
て
み
る
盗
人

で
こ
れ
に
も
見
え
て
み
る
の
は
、
長
範
と
摺
馬
太
郎
兄
弟
と
だ
け
、
あ
と
は
「
熊
坂
」
に
な
か
っ
た
高
瀬
の
四
郎
と
い
ふ
名
が
見
え

て
み
る
。
「
能
滞
坂
」
で
は
牛
若
は
十
六
七
の
（
「
義
経
記
」
で
は
十
六
｛
蕨
）
小
　
男
と
な
っ
て
み
た
が
、
　
こ
れ
で
は
十
二
三
許
り
な
る
幼

き
者
と
あ
ρ
て
、
承
安
二
年
の
事
と
す
れ
ば
、
此
の
方
が
實
に
近
い
。

　
さ
て
強
盗
ど
も
は
押
入
っ
た
が
、
眞
先
に
切
入
ク
た
摺
守
太
郎
兄
弟
は
牛
若
に
た
ゴ
一
打
で
細
首
を
打
落
さ
れ
る
。
こ
れ
を
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ま
つ
　
　
う
ら
で

高
間
の
四
郎
は
、
手
勢
七
十
騎
を
連
れ
て
退
い
て
了
ふ
。
そ
の
上
に
松
火
の
酒
手
も
悪
い
と
聞
い
て
、
長
範
も
一
旦
は
そ
の
ま
X
引

返
さ
う
と
思
っ
た
が
、
思
ひ
返
し
て
手
勢
を
引
蓮
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
し
だ

　
熊
坂
の
長
範
六
十
三
、
今
宥
最
後
の
夜
討
せ
ん
と
録
履
躇
ん
脆
ぎ
捨
て
、
五
尺
三
寸
の
大
太
刀
を
、
す
る
り
と
抜
い
て
打
ち
か
た

　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
た

て
切
入
っ
た
。
　
「
義
経
記
」
の
藤
澤
入
道
も
、
謡
曲
「
熊
坂
」
の
長
範
も
共
に
長
刀
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
れ
で
は
大
太
刀
と
な
っ
て

居
る
。
と
こ
ろ
が
牛
若
に
切
立
て
ら
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む

　
打
物
業
に
て
叶
ふ
ま
じ
、
組
ん
で
力
の
勝
負
を
せ
ん
と
て
、
太
刀
投
げ
捨
て
』
、
大
手
を
廣
げ
て
飛
ん
で
か
』
る
を
、
背
け
て
諸

　
　
　
牛
若
の
割
独
浴
浪
倒
治
　
由
り
そ
の
ぬ
泓
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
牛
非
右
の
強
沢
眺
浪
｝
仏
仙
　
昂
り
そ
の
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

　
膝
難
ぎ
給
へ
ば
、
切
ら
れ
て
か
つ
ば
と
韓
び
け
る
が
、
起
き
上
ら
ん
と
と
つ
つ
立
つ
所
を
、
翼
向
よ
り
割
り
つ
け
ら
れ
て
、
一
入

　
と
見
え
つ
る
熊
坂
の
長
範
も
、
二
つ
に
な
っ
て
ぞ
失
せ
に
け
る
。

と
い
ふ
事
に
な
っ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。

　
舞
曲
「
烏
帽
子
折
」
は
謡
曲
の
「
烏
帽
子
折
」
と
殆
ん
ど
同
巧
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
複
雑
な
趣
向
で
あ
り
、
誇
張
が
甚
し

い
。
牛
若
は
鏡
の
宿
で
、
重
代
の
太
刀
を
鳥
帽
子
親
と
し
て
元
服
し
て
九
郎
義
経
と
名
乗
っ
た
。
吉
次
が
襲
は
れ
た
所
は
、
赤
坂
の

手
前
で
青
墓
の
長
の
許
で
あ
る
。
青
墓
の
長
は
義
朝
の
妾
で
萬
壽
の
姫
と
い
ふ
娘
が
あ
る
。
（
「
不
治
物
語
」
で
は
、
青
男
の
長
者
大

炊
の
娘
延
壽
が
養
朝
の
寵
を
受
け
、
そ
の
間
に
出
汐
た
娘
が
夜
叉
御
前
だ
と
あ
る
。
）
長
は
＝
聞
四
面
の
光
堂
を
建
て
』
、
義
朝
、

義
平
、
朝
長
を
祀
っ
て
居
る
。
そ
の
鍍
前
に
禮
拝
し
た
義
経
は
、
父
兄
の
夢
の
告
で
、
其
夜
の
難
を
豫
冷
し
て
み
た
噸
。

　
さ
て
墨
入
達
は
、
越
後
と
信
濃
の
境
な
る
熊
坂
の
長
範
親
子
六
人
、
ざ
す
善
光
寺
南
大
門
の
み
ば
か
ら
ひ
（
居
計
ら
ひ
デ
軍
師
｝

云
フ
意
味
デ
モ
ア
ラ
ウ
カ
）
の
右
馬
丞
、
こ
ち
ゃ
う
の
與
次
、
さ
い
く
ち
の
七
郎
、
は
っ
た
の
刑
部
、
か
ひ
つ
か
み
（
か
い
つ
か
み

デ
掻
掴
ノ
意
力
）
の
鷲
次
郎
、
け
ら
次
郎
、
田
樂
が
窪
の
狐
三
郎
、
馳
次
郎
、
ふ
じ
に
坂
東
次
、
坂
東
内
、
伊
豆
の
お
山
の
や
け
じ

た
の
小
六
等
の
頭
株
七
十
挙
人
、
手
下
三
百
人
、
縮
勢
三
百
七
十
聖
人
と
入
数
が
大
分
に
殖
え
て
み
る
。
翼
先
に
進
ん
だ
熊
坂
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
を
な
た

は
す
ぐ
義
経
に
首
を
打
落
さ
れ
、
八
十
三
人
が
矢
庭
に
斬
伏
せ
ら
れ
た
。
六
尺
三
寸
の
大
長
刀
を
振
っ
て
立
向
つ
た
長
範
に
、
義
経

は
鞍
馬
で
天
狗
に
學
ん
だ
霧
の
法
を
打
ち
か
け
、
我
身
に
は
小
鷹
の
法
を
か
け
て
、
ち
ゃ
う
と
斬
る
と
、
長
範
は
眞
向
か
ら
二
つ
に

な
っ
た
。
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
長
範
の
出
生
地
が
、
謡
曲
「
鳥
帽
子
折
」
で
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
み
な
い
。
た
f
「
こ
の
あ
た
り
の
悪
三
共
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る



か
ら
、
美
濃
國
の
人
だ
と
い
ふ
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
ハ
生
國
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
代
り
に
、
長
範
の
年
齢
を
六
十
三
と
明
記
し
て
あ

る
の
は
こ
の
曲
だ
け
で
あ
る
。
）
謡
曲
「
熊
坂
」
で
は
加
賀
國
と
あ
る
。
加
賀
國
（
石
川
縣
）
江
沼
郡
三
木
村
の
大
字
に
熊
坂
と
い

ふ
所
が
あ
る
。
大
聖
寺
の
南
で
越
前
國
（
礪
井
縣
）
と
の
國
境
か
ら
漁
り
遠
く
た
い
所
で
あ
る
。
こ
」
の
峠
に
熊
坂
長
範
の
木
像
を

祀
っ
た
堂
が
あ
る
と
い
ふ
事
が
、
泉
鏡
花
氏
の
書
い
た
も
の
に
あ
っ
た
と
畳
吏
て
る
る
が
、
何
に
あ
っ
た
か
は
、
今
手
許
に
全
集
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
み
の
ち

な
い
の
で
明
記
し
か
ね
る
。
舞
曲
「
烏
帽
子
折
」
で
は
、
　
「
越
後
と
信
濃
の
挽
な
る
」
と
あ
る
。
信
濃
國
（
長
野
縣
）
上
水
内
郡
信

濃
尻
村
の
大
字
に
熊
坂
が
あ
る
。
野
尻
湖
の
北
、
關
川
の
南
岸
で
、
越
後
（
新
潟
縣
）
と
の
國
境
に
極
く
近
い
所
で
、
附
近
に
長
範

山
と
い
ふ
の
も
あ
る
。

　
さ
て
長
範
（
實
在
の
入
物
か
架
室
の
人
物
で
あ
る
か
は
知
ら
な
い
が
）
の
名
乗
る
熊
坂
が
、
も
し
加
賀
國
で
な
く
て
、
　
「
越
後
と

信
濃
の
境
な
る
」
の
方
の
熊
坂
だ
と
す
れ
ぼ
、
　
「
義
経
記
」
の
「
越
後
の
國
に
名
左
得
た
る
頸
城
郡
の
悪
罵
藤
澤
入
道
」
と
い
ふ
記

事
を
こ
』
で
顧
み
て
み
た
く
な
る
。
こ
の
藤
澤
は
中
頸
城
郡
・
甲
郷
村
の
内
で
、
熊
坂
か
ら
直
径
で
五
六
百
北
に
あ
た
る
所
で
あ
る
。

熊
坂
は
今
は
信
濃
國
（
長
野
縣
）
に
属
し
て
み
る
が
、
地
勢
か
ら
い
へ
ば
、
越
後
中
頸
城
郡
に
物
す
べ
き
地
で
あ
る
と
は
、
吉
田
東

伍
博
士
の
意
見
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
事
を
考
へ
て
み
る
と
、
熊
坂
の
某
が
入
道
し
て
藤
澤
に
住
し
、
藤
澤
の
入
道
と
呼
ば
れ
た
か
も

知
れ
な
い
し
、
蓮
に
、
藤
澤
の
入
道
長
範
が
、
熊
坂
の
長
範
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
長
範
の
名
を
音

護
す
る
の
も
、
何
と
や
ら
入
道
臭
い
し
、
後
世
の
書
で
み
る
長
範
も
、
薙
刀
を
持
っ
て
居
る
せ
み
か
、
苦
労
坊
西
堺
じ
み
た
扮
装
で

あ
る
の
は
、
實
際
に
長
範
が
入
道
で
あ
っ
た
事
が
、
書
法
等
を
通
し
て
傳
は
っ
π
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
に
か
く
、
　
「
義
経
記
」
で
藤
澤
の
入
道
と
傅
へ
た
の
に
、
講
曲
で
熊
坂
の
長
範
と
な
っ
た
の
は
、
何
か
理
由
が
た
け
れ
ば
な
る

　
　
　
牛
軸
宥
の
強
汰
皿
退
治
　
附
り
そ
の
凄
退
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
翫
．
隼
隅
の
張
洛
浪
帽
治
…
　
附
り
そ
の
漁
凪
陣
蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

ま
い
。
け
れ
ど
も
私
の
想
像
の
や
う
に
、
同
一
の
人
物
が
別
の
名
で
呼
ば
れ
て
み
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ん
＼
の
作
が
怪
聞
の
儘

に
、
別
々
の
名
で
傳
へ
た
と
い
ふ
事
は
、
あ
り
さ
う
な
事
で
あ
る
Q
島
津
久
基
博
士
に
よ
る
と
、
藤
澤
の
入
道
と
熊
坂
の
長
範
と
を

同
天
と
し
た
「
藤
熊
坂
掌
記
」
と
蒙
裏
紙
が
・
の
る
さ
・
で
あ
る
が
、
潜
夢
見
の
書
で
あ
る
か
ら
、
ξ
い
壷
由
で

同
一
人
と
な
っ
て
み
る
か
が
わ
か
ら
な
い
の
が
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
。

　
遺
蹟
に
つ
い
て
は
、
藤
澤
入
道
の
方
は
あ
を
り
聞
か
な
い
が
、
長
範
の
方
に
は
大
分
あ
る
。
盆
軒
の
「
岐
曾
路
記
」
（
貞
享
ご
年
の

抜
行
）
の
下
に

　
青
墓
の
西
に
青
野
村
あ
り
。
其
西
は
青
野
が
原
也
。
名
所
也
。
古
歌
有
診
。
熊
坂
の
長
範
が
物
見
の
松
と
て
大
な
る
松
有
り
。
赤

　
坂
よ
り
ゆ
け
ば
南
に
み
ゆ
。
大
垣
よ
り
行
け
ば
北
に
み
ゆ
る
。

と
あ
る
Q
前
に
引
い
た
「
牛
馬
問
」
に

　
一
と
せ
赤
坂
の
騨
に
一
宿
し
、
熊
坂
が
事
を
古
老
に
問
ひ
し
に
、
此
宿
の
中
比
に
、
熊
坂
が
奮
宅
と
傳
ふ
家
あ
り
。
又
物
見
の
松

　
は
垂
井
川
よ
り
中
仙
道
の
う
ち
に
し
て
、
青
墓
は
木
曾
路
な
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ご
か
げ

と
あ
る
。
　
「
木
曾
路
名
所
圃
會
」
魅
二
に
、
青
野
が
原
罪
の
方
案
町
許
に
面
懸
松
と
い
ふ
の
が
あ
り
、
青
野
の
一
本
松
と
も
い
ふ
と

あ
っ
て
、

　
傳
に
云
く
、
朱
雀
帝
の
御
宇
東
夷
七
六
門
退
治
の
時
、
中
山
金
山
彦
太
紳
に
祓
ひ
ま
し
く
て
幣
掛
松
の
名
を
畳
貝
せ
り
。
然
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
ぬ
ナ
び
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
て

　
世
人
熊
坂
長
範
と
い
ふ
夙
賊
此
の
ほ
と
り
に
慰
ん
で
徒
窯
を
集
め
、
族
客
を
襲
ひ
、
此
松
よ
り
遠
見
せ
し
蓮
、
土
人
熊
坂
物
見

　
松
と
い
ふ
。
古
代
の
松
は
正
徳
年
中
大
風
に
倒
れ
、
今
存
す
る
は
植
纏
の
松
な
齢
・
。



と
あ
る
。
帥
．
名
所
圖
會
に
い
ふ
世
人
の
夢
で
は
、
熊
坂
長
範
は
赤
坂
に
緩
ん
で
み
た
と
い
ふ
の
で
、
謡
曲
「
鳥
帽
子
折
」
の
系
統
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
一
時
赤
坂
に
佳
ん
で
強
盗
を
働
い
て
み
た
の
だ
と
い
ふ
意
味
に
と
れ
ば
、
熊
坂
と
よ
ば
れ
．
た
．
の
は
そ
の
出

生
地
（
加
賀
に
し
ろ
、
越
後
に
し
ろ
）
か
ら
き
た
と
す
る
の
に
街
突
は
し
た
い
で
あ
ら
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
木
曾
路
合
所
圃
會
」
の
青
．
『
の
里
の
書
に
は
、
近
景
は
街
道
で
、
街
道
に
添
っ
て
月
面
寺
と
い
ふ
董
庵
が
あ
り
、

左
横
に
義
朝
・
義
卒
・
朝
長
の
墓
や
源
義
経
芦
竹
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
乙
鳥
寺
の
背
後
の
山
際
に
朝
長
墓
・
長
者
屋
敷
が
見
え
て

み
る
。
こ
れ
は
書
の
右
の
方
の
職
分
で
、
左
方
に
は
圓
願
寺
の
斜
前
方
の
民
家
の
裏
に
照
手
の
松
が
あ
り
、
霞
を
隔
て
て
、
上
の
方
が

青
野
村
・
青
野
が
原
で
、
長
範
物
見
の
松
が
あ
る
。
更
に
そ
の
上
方
の
霞
の
上
に
、
左
に
大
垣
道
が
あ
り
、
そ
の
冶
相
川
の
畔
に
熊

坂
塚
と
い
余
堂
、
更
に
窮
隔
て
て
、
上
量
井
が
摸
れ
て
る
る
。
「
煉
欝
帯
懐
寳
漂
」
葎
＋
三
鋲
一
八
四
二
）
に
も

垂
井
の
と
こ
ろ
に
、
熊
坂
物
見
松
、
圓
．
願
寺
、
義
朝
の
墓
、
長
考
屋
敷
の
琉
が
見
え
て
み
る
。
い
か
に
長
範
が
、
有
名
で
あ
っ
た
か
が

わ
か
る
。
　
「
木
曾
路
名
所
圖
會
」
に
描
か
れ
て
居
る
長
範
物
見
の
松
は
、
青
野
へ
の
街
道
の
松
並
木
ら
し
い
間
に
、
村
の
入
口
と
畳

し
き
所
に
、
一
段
高
く
塚
を
築
い
た
上
に
あ
る
大
き
な
松
で
、
こ
の
淡
に
關
係
の
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
照
手
の
松
な
ど
と
い
ふ
物

の
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
も
、
一
里
塚
の
松
を
、
好
事
家
が
長
範
物
見
の
松
と
傳
へ
た
の
ち
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

　
物
井
塘
雨
の
「
笈
埃
随
筆
」
（
安
永
か
ら
天
明
ま
で
の
實
地
見
聞
集
）
の
巻
九
に
、
長
範
が
紀
州
高
野
山
の
曾
坊
を
掠
め
た
が
、

大
師
の
廟
前
で
忽
然
悔
悟
し
、
奪
ひ
取
っ
た
財
物
を
返
し
、
自
ら
の
歯
を
打
敏
い
て
、

　
高
野
山
峰
の
嵐
は
は
げ
し
く
も
こ
の
は
を
残
せ
後
の
か
た
み
に

と
詠
じ
た
歌
を
、
自
書
し
て
残
し
て
お
い
た
。
と
の
記
事
が
あ
る
。
長
範
も
風
雅
の
嗜
の
侮
り
難
い
も
の
が
あ
っ
た
事
に
な
る
が
、

　
　
　
郎
†
若
の
張
炊
帆
根
伸
治
　
附
り
そ
の
滋
三
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
肛
－
砦
唱
の
強
次
皿
退
け
掴
　
附
り
そ
の
塩
租
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

瀧
澤
馬
琴
の
「
燕
石
雑
志
」
（
丈
化
七
年
、
一
八
一
〇
）
巻
二
の
（
一
）
「
古
歌
の
託
」
に
、
　
こ
の
話
は
「
新
著
聞
集
」
に
出
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
（
歌
は
「
峰
の
嵐
は
は
げ
し
く
と
」
と
な
っ
て
居
る
）
こ
れ
は
「
室
町
殿
物
語
」
に
普
光
院
殿
が
高
野
詣
の
時
、
自
ら
薗
を
落

し
て
骨
堂
へ
納
め
ら
れ
た
時
に
、

　
高
野
山
お
ろ
す
嵐
の
は
げ
し
く
と
こ
の
は
ぽ
残
れ
後
の
世
ま
で
も

と
あ
る
の
を
託
干
し
た
の
で
あ
ら
う
と
云
っ
て
み
る
。
思
ふ
に
誕
傳
と
い
ふ
よ
り
は
、
評
判
の
長
範
を
が
り
て
、
大
師
の
鑑
験
を
宣

揚
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。

　
長
範
の
評
判
は
、
と
ん
で
も
な
い
古
蹟
ま
で
も
出
曾
て
き
た
。
天
野
与
奪
の
「
配
乗
」
八
十
六
巻
に

　
聾
心
（
尾
張
國
愛
知
郡
八
事
庄
島
田
村
）
に
古
厩
と
い
ふ
所
あ
り
、
野
卑
の
論
熊
坂
長
範
住
せ
し
虎
、
海
道
の
馬
力
羨
皿
み
つ
な
ぎ

　
し
所
也
と
い
ふ
。
錦
地
に
地
藏
堂
あ
り
、
是
を
早
替
の
地
藏
と
呼
ぶ
。
長
範
白
馬
を
盗
み
來
れ
ば
や
が
て
黒
馬
と
凝
じ
、
凡
そ
馬

　
の
毛
色
を
異
に
し
け
る
地
車
也
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
芯
地
藏
盗
人
に
與
せ
し
に
や
、
　
一
笑
。
ま
た
其
東
柳
針
村
に
長
範
が
馬
場
と
い

　
ふ
所
あ
り
。
美
濃
國
赤
坂
に
こ
そ
熊
坂
が
物
見
の
松
及
び
ぬ
す
み
し
馬
㍗
浮
せ
し
と
て
洞
も
あ
り
と
か
や
。
此
事
は
世
に
あ
ま
ね

　
く
知
り
侍
ら
す
、
如
何
な
る
盗
人
を
い
ひ
あ
や
ま
り
侍
る
、
し
ら
す
。

と
あ
っ
て
、
流
石
の
博
學
天
野
信
景
も
、
と
ん
で
も
な
い
古
蹟
に
は
呆
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
亦
熊
坂
長
範
の
薯
名
で
あ
っ
た
一
働
に

は
な
る
。
「
此
事
は
世
に
あ
ま
ね
く
知
り
侍
ら
す
。
」
と
あ
る
の
は
、
尾
張
に
あ
る
長
範
の
古
蹟
の
話
を
知
ら
な
い
と
の
意
味
で
あ
ら

う
が
、
赤
坂
に
馬
を
隠
し
て
お
い
た
洞
窟
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
、
長
範
ぽ
馬
盗
人
で
あ
り
、
赤
坂
に
は
相
當
の
年
月
住
ん
で
み
た

と
思
は
れ
て
る
た
と
推
察
さ
れ
る
。



　
右
に
見
え
る
長
範
の
馬
盗
み
に
つ
い
て
は
、
舞
曲
の
「
烏
輯
子
折
し
に
、
長
範
が
自
分
の
生
立
を

　
七
歳
の
年
岡
の
郷
と
い
ふ
所
に
て
、
伯
父
の
馬
を
奈
良
井
・
飯
田
の
市
に
て
馨
り
た
る
に
、
ち
っ
と
も
仔
細
が
候
は
す
。
そ
れ
よ

　
　
　
　
　
も
と
で

　
り
も
盗
み
は
資
本
も
い
ら
す
、
よ
き
商
ひ
と
思
ひ
定
め
、
日
本
六
十
六
ケ
國
を
悩
め
廻
っ
て
盗
み
を
す
る
に
、
一
度
も
憂
欝
を
か

　
』
す
（
原
文
假
名
が
多
ク
護
ミ
難
イ
ノ
デ
、
漢
字
二
改
二
二
ガ
、
モ
シ
カ
シ
タ
ラ
改
メ
損
ジ
モ
ア
ル
デ
ア
ラ
ウ
）

と
あ
る
か
ら
、
馬
盗
人
で
本
職
で
あ
ら
う
し
、
當
時
は
馬
が
点
語
値
の
あ
る
捧
物
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
因
み
に
こ
の
奈
良

井
は
木
曾
街
道
の
、
今
信
濃
國
（
長
野
縣
）
西
筑
摩
郡
の
そ
れ
で
、
飯
田
は
同
國
下
伊
那
郡
の
三
州
街
道
筋
の
飯
田
の
こ
と
で
あ
ら

う
。

　
例
の
「
牛
馬
問
」
巻
三
に
は
、
義
経
が
熊
坂
を
切
っ
た
の
は
山
中
の
里
（
岐
阜
縣
不
破
郡
、
赤
坂
か
ら
四
里
ば
か
り
西
）
だ
と
い

ふ
読
を
載
せ
て
居
る
。

　
山
中
の
里
と
云
ふ
所
に
、
常
盤
御
前
の
古
墳
有
り
。
少
し
行
く
に
（
東
ヘ
デ
ア
ラ
ゥ
）
黒
血
が
橋
あ
り
、
橋
よ
り
左
に
當
っ
て
本

　
陣
屋
し
き
跡
有
り
是
む
か
し
義
経
、
熊
坂
を
討
ち
た
る
所
と
い
ふ
。
土
人
が
曰
く
、
弓
義
経
盗
等
を
切
っ
て
庭
池
に
満
つ
。
そ
の
池

　
水
、
血
に
染
み
て
流
れ
下
る
故
に
、
黒
血
川
、
黒
血
が
橋
の
名
有
り
。
池
の
所
今
に
存
す
と
い
ふ
。

と
あ
る
。
い
か
に
熊
坂
大
盗
た
り
と
は
い
へ
、
山
中
の
里
で
切
殺
さ
れ
、
ま
た
中
皿
で
、
赤
坂
で
と
、
さ
う
度
々
切
殺
さ
れ
て
は
や

り
き
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
黒
血
川
の
名
義
は
源
手
盛
衰
記
に
は
壬
申
の
齪
の
時
の
合
載
の
た
め
だ
と
記
し
て
み
る
が
、
天
武
紀
に
合
は
な
い
か
ら
疑
は

し
い
と
は
吉
田
東
伍
博
士
の
詮
で
あ
る
。
山
中
の
常
盤
の
墓
は
、
　
「
岐
蘇
路
記
」
に
、

　
　
　
牛
若
の
欄
独
次
町
退
治
　
附
り
そ
の
轟
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
牛
朴
右
の
北
城
盗
退
治
…
　
附
…
り
そ
の
怨
黙
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
關
が
原
と
今
洲
の
宿
の
聞
に
、
山
中
の
里
あ
り
。
源
義
経
の
母
常
盤
の
墓
有
り
、
道
の
北
森
あ
る
所
な
り
。

と
あ
り
、
　
［
，
木
曾
路
名
所
圖
會
L
巻
二
に
ぽ
、

　
今
須
の
東
山
中
村
の
北
側
民
家
の
傍
に
あ
の
、
こ
こ
に
石
塔
婆
三
基
あ
り
。
共
二
者
の
塚
た
ら
ん
か
。
　
一
詮
に
常
盤
駿
河
守
が
墓

　
と
も
い
ふ
。

と
あ
っ
て
蚕
が
出
て
み
る
。
黒
血
橋
も
見
え
て
み
る
。
駿
河
守
の
墓
と
い
ふ
の
が
眞
で
あ
ら
う
が
、
常
・
盤
の
名
か
ら
世
入
に
馴
染
の

深
い
常
般
皿
御
前
の
墓
と
化
し
、
墓
が
あ
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
、
常
盤
御
前
が
京
を
逃
れ
出
て
、
島
地
で
狢
賊
に
殺
さ
れ
た
と
の
凡
慮

が
生
じ
、
途
に
そ
の
子
義
経
の
黒
血
川
の
笹
下
を
生
ん
だ
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
名
所
鶴
蹟
の
多
く
な
大
概
か
う
し
た
も
の
が

多
い
も
の
で
あ
る
o


